






●不安定な場所や熱に弱い敷物の上、
たたみやカーペット、テーブルクロス
などの上では使用しない。
　火災の原因になることがあります。

●生の魚や肉を直接焼かない。
　調理物の脂に引火することが
あります。

注　意

●缶詰や瓶詰などを直接加熱しない。
　破裂したり赤熱して
やけどやけがをする
ことがあります。

●調理物が発煙・発火した場合は、
すぐにタイマーつまみを「切」にし、
電源プラグを抜く。

　火災の原因になります。炎が消えるまでド
アを開かないでください。空気が入り炎が
大きくなります。
水をかけないでください。ドアガラスが割
れます。

●バターやジャムを塗ったパンを焼かない。
　パンが発火することがあり ます。

●お手入れは冷めてから行う。
　高温部に触れ、やけどのおそれ
　があります。

●使用中は、本体から離れない。
　調理物が発火することがあります。
必ず焼き具合を見ながら調理して
ください。

●使用中や使用後しばらくは高温部に
触れない。
　やけどの原因になります。

中身を取りだし
耐熱皿か焼皿で加熱

●必要以上に加熱しない。
ロールパンやクロワッサンなどを
高温で長時間焼かない。
　過熱により発火することがあります。

●必ずくず受皿を
取り付ける。
　テーブルを焦がしたり
火災の原因になります。

●使用後は必ずお手入れをする。
　調理くずや油分が残った
まま調理すると、発火・発
煙のおそれがあります。

●調理以外の目的に使用しない。
　火災の原因となります。

火災を防ぐために
●周囲の可燃物から、次の距離を離してご使用く
ださい。(可燃物が木製の壁･家具などの場合)

調理物が発煙・発火した場合
●電源プラグを抜き、炎が消えるまでドアを開け
ないでください。
ドアを開けると空気が入り、炎が大きくなり危
　険です。
●水をかけないでください。
　ドアガラスが割れたり、感電のおそれがあります。

故障を防ぐために
●予熱(空だき)を3分以上しないでください。
●調理後の熱いドアガラスに水をかけないでください。
　ドアガラスが割れることがあります。
●トレーに水を入れる蒸し物調理はしないでください。
●調理物やアルミホイルがヒーターに接触しない
　よう注意してください。

※前面および側面の片方は30cm以上開放してください。
●プラスチックやビニールクロスなど熱に弱い壁
     や家具の場合は上記よりさらに距離を離してく
     ださい。(変色、変形の原因となります)
　●燃えやすい物を本体の上にのせたり、本体の下
      に入れないでください。

上面10cm以上

後面4.5cm以上

( 消防法　基準適合 )

側面4.5cm以上













お手入れのしかた

●くず受皿は遮熱板
を兼ねています。
パンくずなどを
取り除いたあと
は、必ずくず受
皿をセットして
ください。

必ず電源プラグをコンセントから抜いて本体を冷ましてから行ってください。

ドアから受けだなをはずすことができます。
●ドアを半開きにして片手で押さえながら
受けだなを手前に引いてドアフックから
はずします。取り付ける時は逆の手順で
行います。 

受けだなのとりはずしかた
●図の矢印の方向に引き出す。
取り付ける時は必ず「上」印の入った
面を上にして、奥まで確実に入れる。

⑨

くず受皿のとりはずしかた

仕様
電 源

消 費 電 力

外 形 寸 法

庫 内 寸 法

質 量

タ イ マ ー

コ ー ド

付 属 品

AC100V 50/60Hz共用

1200W

約350(幅)×326(奥行)×227(高さ)mm

約310(幅)×265(奥行)×92(高さ)mm

約3.0kg (付属品を除く)

15分計タイマー (報知音つき)

約1.0m

トレー・焼網・取扱説明書（本書）・保証書

本体の汚れ
●本体の水洗いは絶対にしな
いでください。
●中性洗剤を入れた水に布を
浸し、固めに絞って、本体
の汚れを拭いてください。
●シンナーやベンジン、みが
き粉などは使用しないでく
ださい。変色･サビ･傷の原
因になります。

焼網の汚れ
●中性洗剤を入れた水に布を浸し、固
めに絞って汚れを拭いたあと、乾い
た布で拭いてください。

庫内の汚れ
●庫内の反射板が汚れていると、焼き
ムラの原因になります。乾いたやわ
らかい布で拭いてください。
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<お願い>ドアガラスに強い衝撃を加えたり傷を付けたりしないでください。
　　　　 (ドアガラスが割れたり、ヒビが入ったりするおそれがあります)


